




































電 気 事 業

芹川ダム（ 左岸： 竹田市、 右岸： 大分市）

北川ダム（ 佐伯市）
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３ 太陽光発電のし く み

（ １ ） 太陽光発電のし く み

太陽光発電は、シリコン半導体などに光を当てると電気が発生する現象を利用し、太陽光パ

ネルに当たる太陽の光を直接電気に変えることによって発電を行う。

エネルギー源が太陽光であるためクリーンで無尽蔵であり、発電時に大気汚染物質や騒音を

発生しない、環境負荷の少ない発電方式である。

（ ２ ） 太陽光発電システムについて

太陽光パネルにより発電された直流電力はパワーコンディショナーにより交流電力へ変換さ

れる。変換された電力は系統連系キュービクルにより昇圧され、電力会社へ売電される。
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三重川水管橋三重川取水堰

大野川発電所

百枝取水堰
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芹川第一発電所

芹川ダム

平連石分水口

芹川第二発電所

芹川第三発電所
長湯取水堰

社家川取水堰

逆調整池ダム
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別府発電所（後方）と別府市朝見浄水場（手前）

小挾間川取水堰

由布川取水堰

大分川取水口

花合野川取水堰

花合野川発電所
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阿蘇野川発電所

阿蘇野川取水堰

鉄管路
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桑原発電所

北川発電所

藤河内ダム

桑原取水堰

下赤発電所

下赤逆調整池ダム

北川ダム
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耶馬溪発電所

鳴子川発電所

鳴子川取水堰白水川取水堰
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N

松岡太陽光発電所
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工 業 用 水 道 事 業

判田浄水場（ 大分市）

大津留浄水場（ 大分市）
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取水口から浄水場に送られた原水（河川水）が一定の濁度を超過すると浄水処理が必要となる。

沈殿を促進させる薬品（PAC）と混合された原水は、上図の矢印のルートを流れる課程で、

スラッジブランケットゾーンと呼ばれる層を形成し汚れ成分が除去される。そしてきれいになっ

た上澄みが処理水としてユーザーに送られる。

沈澱池内に堆積した汚泥は、定期的に底部の配管から引き落とし処理される。

（ ３ ） 浄水処理のし く み

沈澱池清掃作業中

沈澱池断面図







小池原接合井 大野川松岡水管橋

大津留接合井

志村接合井

判田取水場（ 中央が沈砂池）

白滝取水口

乙津川水管橋 三佐配水ポンプ場 大野川鶴崎水管橋
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長松商店

太田旗店
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大分福助

志村生コン
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旭 化 成 外

大分液化ガス
共 同 備 蓄
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九州電力
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４ 工業用水道布設概要図
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工業用水道管路

工業用水道隧道

受 水 企 業 等

企 業 局 施 設

三佐配水ポンプ場

第１調圧水槽

第２調圧水槽

判田川接合井

フジボウ愛媛

JX金属
製錬 外

九州電力
送 配 電

大分バイオマス
エナジー

三井E&S
ホールディングス
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ジャパン
セミコンダクター外



萩原

三佐配水ポンプ場

送水隧道点検中(火振志村線)

加圧脱水機(汚泥処理設備)

薬品注入ポンプ

揚水ポンプ
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